
























米田恵美子（よねだ・えみこ）さん

P&GジャパンのCMKにおいて、数々の新商品開発やマーケティング

戦略を牽引。ファブリーズやレノアの市場導入を担当し、カテゴリー

市場規模を約2倍に拡大した他、アリエール/ボールドのリブランディ

ング成功によるP&G洗剤カテゴリーのビジネスV字回復と市場拡大

にも貢献。執行役員として会社全体の売り上げ・利益伸長を目指した

ビジネス並びに組織戦略をリードし、P&Gジャパンを退職。その後、

ゲームメーカーや外食産業での広告宣伝本部長及びCMO職を経て、

2018年に独立し、インサイト・ピークスを設立。長年にわたる様々な

経験を通して積み上げてきたナレッジを、必要としている人や組織に

伝えている。
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社会やビジネスの第一線で

活躍する人へのインタビュー企画
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米田様はP&Gに在籍されていた頃、ファブリック&ホームケア領域を長くご担当。
「マーケティングをする上でリサーチが神髄となる領域を長く担当させてもらったからこそ、今の私があると思っています」（米田様）

※
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催
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定

2829











DX Buddy

D
X

著
書
は
ど
の
よ
う
な
想
い
で
執
筆
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。15

D
X

C
R
M

Custom
er Relationship M

anagem
ent

最
後
に
お
二
人
の
今
後
の
展
望
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

「
マ
ク
ロ
ミ
ル
＝
リ
サ
ー
チ
会
社
」の
パ
ー
セ
プ

シ
ョ
ン
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
か
？

K
K
D

D
X

K
K
D

K
K
D

K
K
D

時
代
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、マ
ク
ロ
ミ
ル
の
強
み

や
事
業
価
値
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

20

デ
ー
タ
利
活
用
を
通
し
て
、実
際
に
お
客
様
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
っ
た
事
例
は
あ
り
ま
す
か
？

SO
U

TH

2
0
2
2

SO
U

THSO
U

TH

71

SO
U

TH

ま
ず
は
出
版
に
至
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

W
e
b

デ
ー
タ
は
K
K
D
を
上
手
く

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で

大
き
な
力
を
発
揮
す
る

改
め
て
デ
ー
タ
利
活
用
の
重
要
性
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。K

K
D

A
I

Custella

ID
-P

O
S

20

I
D

社
内
外
問
わ
ず
デ
ー
タ
利

活
用
に
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当
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内
で
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利
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用
に
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す
る
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
と

感
じ
ま
す
か
？
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アンケートに回答いただいた方の中から

抽選で30名に渋谷さんの著書を

プレゼントいたします！

詳細はP. 43をご覧ください。
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コーポレートコミュニケーション・IR本部

有吉夕希さん

出版にあたり、村岡さん以外にも特に下記の方々が関わりました。執筆協力

データビジネスデザイン本部

安野将央さん
データマネジメントプラットフォーム事業本部

瀬川順弘さん、山口加菜さん
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下瀬貴子

松本麻友美

柳川亜紀子

田代正和

池田牧子

岩原希未

神前愛美

星隼平

横田理恵子

金子満里菜

今号の特集は、「どう創る？ちがいが活きる組

織」と題して、様々な角度からマクロミルにおけ

るDiversity & Inclusion（以下、D&I）の実態をご

紹介しました。「ダイバーシティ」や「多様性」と

いう言葉は近年よく耳にするものの、その重要性、

D&I委員会の取り組みや想い、社内の事例など

については詳しく知らなかった方もいるかもしれ

ません。改めてそれらを伝え、D&Iについて考え

る契機にしてもらえたらと思い、本特集を企画し

ました。

取材を進める中で特に印象的だったのは、皆さ

んが口を揃えて「マクロミルはフラットだと感じ

る」と仰っていたこと。偏見が少なかったり、相

手を尊重できる方が多かったりするのはマクロミ

ルの良さの一つだと改めて感じる一方で、今後向

き合うべき課題があることも実感しました。これ

からもマクロミルの良さはそのままに、課題と向

き合いながら、「ちがい」を活かして新たな価値

を創出する会社を、皆で創っていけると良いなと

思います。今号の誌面が、D&Iについての理解を

深め、気づきを得る一助になれば嬉しいです。

編集部一同
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PRESENT

今号は、「Special Interview」（P.24-29）にご登場いただいた米田恵美子さんの御著書と、データマネジメントプラット

フォーム事業本部 渋谷智之さんの御著書（P.36-41でご紹介）を、アンケートに回答いただいた方の中から抽選で80名

の方にプレゼントいたします。

QRコードよりアンケートにご回答ください。

アンケート回答締め切り：2022年7月15日（金）

当選者の発表は、賞品のお渡しをもってかえさせていただきます。

応募方法

「専門家」以外の人のためのリサーチ＆データ活用の教科書
問題解決マーケティングの秘訣は、これだ！

米田恵美子

データ利活用の教科書
データと20年向き合ってきたマクロミルならではの成功法則

渋谷智之
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